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の
製
造
工
程
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。

　

但
馬
海
岸
（
香
住
・
浜
坂
・
津
居
山
港
）

は
、
ホ
タ
ル
イ
カ
の一
大
産
地
。
水
揚
げ
さ
れ

る
ホ
タ
ル
イ
カ
の
漁
獲
量
は
な
ん
と
全
国
一

を
誇
る
。
そ
の
量
は
年
間
２
５
０
０
〜

３
０
０
０
ト
ン
に
及
び
、こ
こ
で
そ
の
約
１
割

が
加
工
・
出
荷
さ
れ
て
い
る
と
は
驚
き
だ
。

　

ま
た
、
ホ
タ
ル
イ
カ
の
二
次
加
工
や
長
期

保
存
技
術
は
、
全
国
で
も
い
ち
早
く
マ
ル
ヨ

食
品
が
取
り
組
ん
だ
ポ
イ
ン
ト
で
、
そ
の

生
産
量
は
業
界
屈
指
と
い
え
る
。

　

ご
飯
の
お
と
も
や
お
酒
の
肴
に
地
元
で

は
お
馴
染
み
の
逸
品
。
こ
よ
な
く
愛
さ
れ

る
美
味
し
さ
の
秘
訣
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。

　

香
住
港
か
ら
工
場
ま
で
５
分
、
柴
山
港

か
ら
も
30
分
以
内
と
、
前ま
え
は
ま浜
を
持
つ
立
地

条
件
が
同
社
最
大
の
強
み
。
水
揚
げ
し
た

ば
か
り
の
新
鮮
な
素
材
を
短
時
間
で
搬
入

　

日
本
屈
指
の
漁
港
「
香
住
港
」
と「
柴
山

港
」
を
持
つ
美
方
郡
香
美
町
。
そ
の
二
大
漁

港
か
ら
ほ
ど
近

い
場
所
に
、
食

品
製
造
業
を

営
む
マ
ル
ヨ
食
品
株
式
会
社
が
あ
る
。

　

マ
ル
ヨ
食
品
の
発
展
は
、
昭
和
30
年
代
に

初
代
が
山
陰
の
名
産
「
松
葉
ガ
ニ
」
の
カ
ニ

ミ
ソ
を
観
光
客
に
振
る
舞
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
保
存
技
術
が
な
い
当
時
は
、

市
場
へ
の
流
通
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
後
に

二
代
目
が
缶
詰
の
技
術
を
習
得
。
全
国
へ

の
出
荷
を
成
功
さ
せ
て
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

　

現
在
は
、
三
代
目
で
あ
る
中
村
善
則
社

長
が
そ
の
意
志
を
継
い
で
、
さ
ら
な
る
「
美

味
し
い
も
の
」
作
り
に
努
め
て
い
る
。
今
回

の
社
会
見
学
は
、
そ
の
三
代
目
が
開
発
し

た
主
力
商
品
「
ホ
タ
ル
イ
カ
の
醤
油
漬
け
」

DATA 
■マルヨ食品株式会社
　兵庫県美方郡香美町香住区香住1234　　　
　TEL.0796-36-0215
　http://www.maruyo-food.co.jp/
　2007年但馬産業大賞「キラリと輝く技術部門」受賞

し
、
す
ぐ
に
下
処
理
さ
れ
調
味
液
へ
浸
す
。

鮮
度
の
高
い
状
態
で
浸
す
こ
と
で
浸
透
率

が
高
く
な
り
、
味
は
も
ち
ろ
ん
日
持
ち
も

よ
く
な
る
の
だ
。
ま
た
、
生
産
か
ら
消
費
ま

で
が
明
確
に
管
理
さ
れ
た
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
に
よ
っ
て
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
醤
油
漬
け
は
、
チ
ル
ド
状
態

で
60
日
の
賞
味
期
限
を
保
持
す
る
こ
と
を

可
能
と
し
、
但
馬
産
業
大
賞
の「
キ
ラ
リ
と

輝
く
技
術
部
門
」に
輝
い
た
。

　

主
力
と
い
え
る
商
品
は
、
そ
の
開
発
か
ら

完
成
に
少
な
く
と
も
３
年
を
費
や
す
。
何

百
回
と
調
味
配
合
率
を
変
え
、一
度
市
場

に
出
し
た
商
品
も
お
店
と
消
費
者
の
意
見

を
取
り
入
れ
、
改
良
を
加
え
る
徹
底
ぶ
り
。

　

但
馬
の
新
鮮
な
素
材
と
マ
ル
ヨ
食
品
の
こ

だ
わ
り
の
賜た
ま
も
の物
は
、
今
日
も
全
国
の
食
卓

に
美
味
し
い
笑
顔
を
届
け
て
い
る
。

安心・安全をモットーにした
山陰名物の開発
天の恵みを大切にしたものづくり

「味」「品質」を追求した製品は

マルヨブランドとして香住から全国へ。

徹底した異物除去作業。機械だけでなく人の目でもしっかりとチェック

マルヨ食品の三大主力商品
「かにみそ」「のり佃煮」「ホタルイカ」
は、すべてモンドセレクションに受賞
している逸品ばかり。2012 年には
のり佃煮が金賞に輝いた。

絶妙な塩辛さと、ホタルイカ
独特の旨味が絶品。ついつい
箸がすすんでしまう。

ホタルイカの充填作業。機械でつめられているイメージだが、全て手
作業で丁寧につめられており、見栄えも美しい。
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■兵庫県養父市大屋町夏梅
　TEL.079-669-0147

観音様の涙から生まれた
といわれる「多羅観音（ター
ラ）」。観音様の右目からは

「ホワイトターラ」が、左眼
からは「グリーンターラ」が
生まれた。蓮 華寺はこの
グリーンターラをお祀りし
ている。

心字池は真言密教を表した密教庭園。燈籠を中
央に置いた珍しい造りで、本尊、弘法大師、不動
明王、鶴亀を配置しており、見る人に平等利益
を説いている。

（左）赤堂の 2 階の「多羅観音」。堂内には城崎の伝統工芸・麦わら細工の現存最古の作品や、日本最古のおみくじの本
などもある。 （中）赤堂の天井画。四天王や天女、動物が描かれている。 （右）色鮮やかな紅で彩られた赤堂。１階には
子供と安産の守り神である鬼子母神（きしもじん）、その夫とされる半支迦（はんしか）大将とその子供たちが祀られてい
る。鬼子母神の家族が祀られているため「家族を守る神様」、すなわち参拝者全てを守る神様として親しまれている。

　

養
父
市
大
屋
町
、
風
格
あ
る
石
垣
に
囲

ま
れ
た「
蓮
華
寺
」は
、弘
仁
年
間（
８
１
０

〜
８
２
４
年
）に
弘
法
大
師
に
よ
り
創
建

さ
れ
た
。
豊
か
な
自
然
と
水
の
せ
せ
ら
ぎ
が

耳
に
心
地
よ
く
、
清
々
し
い
空
気
に
満
ち

て
お
り
、
境
内
に
入
る
と
心
が
洗
わ
れ
る

思
い
が
す
る
。
日
本
屈
指
の
紅
梅
の
古
木

や
、
心し
ん
じ字
池
、
阿あ

じ字
池
を
持
つ
庭
園（
市

指
定
文
化
財
）な
ど
見
ど
こ
ろ
も
多
い
。

　

境
内
に
あ
る
「
赤あ
か
ど
う堂
」
は
江
戸
時
代
に

三
重
塔
を
改
修
し
、
楼
閣
２
階
建
て
と
し

た
観
音
堂
だ
。
本
堂
か
ら
の
渡
り
廊
下
を

進
み
、
２
階
へ
入
る
と
荘
厳
な
六
角
宮
殿

が
迎
え
て
く
れ
る
。

　

そ
の
中
に
あ
る
「
聖
観
世
音
菩
薩
立
像

（
県
指
定
文
化
財
）
」
は
秘
仏
の
た
め
、
普

段
は
御
前
立
ち
の
仮
本
尊
「
多た

ら羅
観
音
」

が
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
。
秘
仏
を
中
心
に

西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
、
壁
沿
い
に
は

三
十
三
身
観
音
、
天
井
に
は
四
天
王
や
天

女
の
天
井
画
が
あ
り
、
立
体
曼ま
ん
だ
ら

荼
羅
を
表

す
珍
し
い
造
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
ご
本
尊
の
前
に
立
て
た
線
香
は
不
思

議
な
こ
と
に
、
上
で
は
な
く
下
へ
流
れ
る
ん

で
す
よ
」
と
桐
村
住
職
は
笑
顔
で
話
す
。

本
尊
の
前
に
座
る
と
、
線
香
の
煙
が
体
を

包
み
清
め
て
く
れ
る
。

　
「
ど
こ
を
見
て
楽
し
む
か
は
訪
れ
る
人

に
任
せ
て
い
ま
す
。
寺
の
雰
囲
気
が
好
き

な
人
も
い
れ
ば
、
庭
園
、
仏
像
が
好
き
な

人
も
い
る
。
ゆ
っ
く
り
と
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
お
話
を
し
て
い

ま
す
」
と
住
職
。
柔
か
い
口
調
と
親
し
み

や
す
い
住
職
の
人
柄
も
蓮
華
寺
の
魅
力
の

ひ
と
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
あ
っ
た
楽
し
み

方
を
見
つ
け
よ
う
。

LET'S GO TO THE TEMPLE

お
寺
へ
い
こ
う
。

自
然
豊
か
な「
夏
梅
の
庭
寺
」

現
世
利
益
の
赤
堂
あ
り

ONE POINT ADVICE

多
た ら

羅観音って？

素
朴
な
が
ら
も
優
れ
た
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
る
但
馬
。

近
く
の
お
寺
に
も
っ
と
足
を
運
ん
で
み
よ
う
！

★赤堂の御前立ち観音 蓮華寺 れんげじ06
今回、編集部が訪ねたお寺は…

今回案内をしていただ
いた桐 村 明 昇住職と
侑昇副住職

※
見
学
の
際
は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

赤堂の扇垂
た る き

木
★屋根を見てみよう！

お み くじ の 元 祖・
比 叡 山 天 台 宗 第
十八世座主「元三
大師」直伝のお
みくじの本。
1684 年
貞 享 元 年 の
版木本だそう。

屋根板を支えるための垂木が平行ではな
く、放射状に配置され、扇形になっている。
垂 木 の 形 状 が
1本1本異なる
ため、設計と製
作 には 高 度 な
技術を要する。
安 土 桃 山 〜江
戸時代の特徴。


